
秋冷の候、貴施設におかれましては益々ご繁栄のこととお慶び申し上げます。 
平素は、当院の運営にご理解とご助力を賜り、また、多数の患者様をご紹介いただき、厚く御礼申し上げます。 
このたび、東海大学医学部付属八王子病院医療連携ニュース2021年10月号を発行いたしました。 
先生方が、ますます当院との医療連携を深めていただく、一助となれば幸いです。                
                                              患者支援センター長 向井 正哉、 医療連携室長 角田 隆俊 
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救急医療とＣＯＶＩＤ - １９ 

 皆さんご存知の通り、新型コロナウイルス感染（以下、COVID-19）は感染者数の増減
はあるものの未だに猛威をふるっております。一方、救急医療にはCOVID-19だけでなく

一般的な内因性疾患の発生や増悪、外傷、急性中毒、環境障害など外因性の特殊な
疾患も存在いたします。 

 普段、我々はそのような内因性・外因性疾患に対してジェネラリスト（総合医）として幅
広く初期診療（診察、検査、緊急処置）・集中治療を行っております。それに加えて、必
要に応じて専門科へのリエゾン（橋渡し）を行い、病院全体として質の高い診療体制を構
築できるようにしております。そして、時には病院を離れ現場へ出動して、救急隊ととも
に初期対応をするといった病院前診療・災害医療、外傷患者などに対する緊急気道確
保やダメージコントロール（応急対策を意味した海事用語であり、医療では「救命のため
に、生理学的恒常性の破綻阻止を優先した治療戦略」を意味する）などの外科的な手
技・手術を行い救命に全力を注いでおります。 

東海大学医学部付属八王子病院 
救命救急科医長 准教授 大塚 洋幸 医師 

【専門分野】 

Ａｃｕｔｅ care surgery（外傷外科、救急外科、外科的集中治療）、 
外傷ＩＶＲ、集中治療、熱傷、中毒、救急疾患全般 

【専門医・認定医】 

救急科専門医・指導医､外科専門医・指導医､ 
消化器内視鏡専門医､Ａｃｕｔｅ care surgery学会認定外科医 

東京ＤＭＡＴ出動 

 冒頭にも述べました通り、COVID-19により医療体制

は変化していきますが、その様な状況であるからこそ
全ての医療機関で十分な協力体制を敷き、地域住民
を守っていく必要があると考えます。当院は二次救急
医療機関でありますが、東海大学付属の総合病院で
あり、できる限りの医療を提供していく所存でございま
す。COVID-19が終息した後も引き続き十分な協力体

制のもと救急医療を担っていきたいと考えております。
何かございましたら、遠慮なく御相談いただければ幸
いです。どうぞよろしくお願いいたします。 



医療連携室からのお知らせ 
 当院では、午前8時から11時までに来院された初診患者様は、予約の有無にかかわらず診療いたします。（一
部の診療科を除く） 
 ご紹介におかれましては、紹介状を作成いただき、当日に持参いただければ幸いです。なお、従来の事前予
約による診療も行っております。 

医療機関専用ダイヤル 042-639-1114 平日8:30～16:30、第2,4,5土曜日 8:30～14:30 

医療機関専用ファックス  042-639-1115 24時間対応 ＊受付時間以降の受信は、翌日対応となります。 

一般ダイヤル      042-639-1111(代表) 平日8:30～16:30、第2,4,5土曜日 8:30～14:30 

診療受付時間：月曜日～金曜日、第2・4・5土曜日 8：00～11：00  
休診日：日曜日・祝日、第1・3土曜日、11月1日（建学記念日）、12月29日～1月3日 

救急から慢性疾患、良性疾患から悪性疾患まで 

 消化器内科は2021年4月から合計11名で診療を行っています。特任教授、教授、講師
が肝臓、胆嚢膵臓、消化管の専門分野に従事しています。 
 食道・胃・十二指腸の上部消化管、大腸から直腸までの下部消化管、小腸領域に対し
てもカプセル内視鏡や小腸鏡を用いて積極的に検査・治療を行っています。胆膵領域で
は、胆嚢炎・総胆管結石に対する緊急治療、経皮的ドレナージ術、膵管・胆管ステント挿
入などの内視鏡治療も行っています。膵臓癌に対しても切除可能症例は速やかに診断
を行い外科と連携して手術療法を選択しています。また、手術適応外の症例については
外来治療センターで抗癌剤治療を行ってQOLを維持しつつ予後延長に努めています。
肝疾患については、昨今のC型肝炎治療薬の発展に伴いC型肝炎による肝硬変、肝臓
癌患者が減少しつつある一方で、いまだに減ることのないアルコール性疾患や、メタボリ
ック症候群を背景として確実に患者数が増えている「非アルコール性脂肪性肝疾患」い
わゆるNAFLD、その悪化した病態であるNASH; Nonalcoholic steatohepatitisｍの増加が
大きな問題となっています。ウイルス性肝疾患と異なり、肝硬変や肝癌ハイリスク群とし
て認識されていない症例が多く、極めて進行した状態の肝臓癌や肝硬変、偶発症である
食道静脈瘤などで紹介される例も散見されます。 

東海大学医学部付属八王子病院 
消化器内科医長 講師 広瀬 俊治 医師 

【専門分野】 

慢性肝疾患、肝臓癌、急性肝不全、食道静脈瘤治療、消化器疾患  

【専門医・認定医】 

肝臓専門医、内視鏡専門医、消化器病専門医、総合内科専門医 

 このような疾患背景からも、地域の病院・医院と
の連携が以前にもまして重要になってきました。当
院ではCommon diseaseから希少疾患まで消化器
疾患全般に対応しています。お困りの症例がござ
いましたら、積極的にご紹介下さい。緊急を要する
症例については直接お電話いただいても構いませ
ん。地域の先生方とは円滑な紹介・逆紹介を推進し
てまいりたいと思います。 

肝細胞癌に対するラジオ波焼灼療法 


